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↑平成２１年度新町フェスタにて 

↑出初式で行進する音楽隊 

○
津
市
消
防
音
楽
隊 三

十
五
周
年 
 

津
市
消
防
音
楽
隊
は
、
創
立
か
ら

今
年
で
三
十
五
年
が
経
過
し
、
世
代

交
代
な
ど
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
当
隊
の
歴

史
は
、
昭
和
五
十
年
六
月
に
、
そ
の

前
進
で
あ
る
「
津
市
消
防
音
楽
ク
ラ

ブ
」
を
二
十
二
人
で
結
成
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
五
日
に

「
住
民
と
消
防
を
結
ぶ
音
の
架
け

橋
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
現
在
の
「
津

市
消
防
音
楽
隊
」
と
し
て
正
式
に
発

足
し
ま
し
た
。 

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

三
十
五
年
の
歴
史
の
集
大
成

と
し
て
「
津
市
の
安
全
・
安
心

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
、
十
二
月
十
八
日
（
土
）
に

津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
記

念
演
奏
会
を
開
催
す
る
予
定津をよ感るる

で
す
。
こ
れ
を
機
に
今
後
、

市
消
防
が
更
に
一
丸
体
制

強
め
る
と
と
も
に
、
消
防
を

り
身
近
な
存
在
と
し
て
実

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

よ
う
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
内
藤
貴
人
） 

↑2009防災のつどいみえで演奏する音楽隊 
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○
津
市
長
特
別
視
閲
を
実
施 

 
四
月
五
日
、
久
居
消
防
署
で
松
田

直
久
津
市
長
に
よ
る
特
別
視
閲
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
新
年
度
を
迎
え
、
気
持
ち

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
消
防
行

政
運
営
上
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
非

常
時
に
機
能
し
得
る
消
防
組
織
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
有
事
へ
の
心

構
え
を
再
認
識
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
消
防
本
部
や
各
消
防

署
か
ら
職
員
一
四
五
人
が
参
加
し
、

田
中
義
久
久
居
消
防
署
長
指
揮
の

下
、
職
員
は
一
糸
乱
れ
ぬ
部
隊
行
動

を
行
い
ま
し
た
。 

 

松
田
市
長
が
「
訓
練
に
励
み
、
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
訓
示
す

る
と
、
参
加
し
た
職
員
は
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
こ
れ
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
） 
 
 
 
 

 

【
美
杉
方
面
団
】
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部 ▽

指
揮
者 

渡
邊 

孝
史 

▽
一
番
員 

池
田 

三
朗 

▽
二
番
員 

奥
村 

昌
弘 

▽
三
番
員 

米
澤 

秀
樹 

▽
四
番
員 

青
木 

直
人 

▽
補
助
員 

澤 

功
哲 

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。（
木
村

正
士
） 

○
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
始
ま
る 

 

津
市
消
防
団
は
、
七
月
二
十
五
日
、

三
重
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
三

重
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
た

め
、
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
は
、
ホ

ー
ス
延
長
や
ポ
ン
プ
操
作
の
速
さ
、

正
確
さ
を
競
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

 

津
市
消
防
団
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
に
安
濃
方
面
団
が
、
ポ
ン
プ

車
操
法
に
美
杉
方
面
団
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
す
る
予
定
で
す
。 

【
安
濃
方
面
団
】
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部 

▽
指
揮
者 
堀
内 

洋
二 

▽
一
番
員 
上
村 

晴
寿 

▽
二
番
員 

駒
田 
敬
彦 

▽
三
番
員 

中
村 
武 

○
ア
ザ
リ
ア
分
団
発
足
式

四
月
十
八
日
、
美
里
総
合

津
市
消
防
団
美
里
方
面
団
ア
ザ
リ
ア

分
団
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

ひ
と
み
分
団
長
以
下
十

は
、
多
数
の
来
賓
出
席
の

繁
喜
消
防
団
長
、
田
中
千
福
市
会
議

 
 

支
所
で。

村
田

四
人

中
、
谷
口

員
の
祝
辞
を
拝
聴
し
た
後
、
村
田
分

団
長
が
代
表
し
て
「
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
っ
て
い
き
た
い
。」
と
、

災
害
出
動
、
火
災
予
防
活
動
へ
の
決

○
高
茶
屋
地
区
交
通
安
全 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加 

五
月
十
六
日
、
三
重
中
央
自
動

車
学
校
（
高
茶
屋
）
で
関
係
機
関

が
参
加
し
て
高
茶
屋
地
区
交
通

安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ平れ消

↑視閲を行う松田市長 

↑小型ポンプ操法で息を合わせる安濃方

面団の団員 

↑ポンプ車操法で筒先をかまえる美杉方

面団の団員 

↑写真撮影を行い、今後の発展を祈念しました。 

バ
ル
は
、「
地
域
の
交
通
・
災
害

の
安
全
を
願
い
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の

場
と
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

成
十
三
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

て
い
る
も
の
で
す
。 

久
居
消
防
署
南
分
署
で
は
、

火
体
験
、
煙
体
験
、
応
急
手
当
の

知
識
、
ミ
ニ
消
防
車
と
記
念
撮
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影
、
消
防
車
両
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
、
多
く
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
火
災
予
防
や
応
急
手
当
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。（
飯
田
仁
） 

 

の
参
加
者
は
終
始
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
（
西
田
康
文
） 

射
す
る
装
置
で
、
そ
の
た
め
少
量

の
水
で
高
い
消
火
能
力
を
発
揮

し
ま
す
。
訓
練
は
、
キ
ャ
フ
ス
の

特
徴
で
あ
る
泡
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
と
Ｐ
Ｐ
Ｖ
と
呼
ば
れ
る

排
煙
機
を
使
用
し
た
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

多
種
多
様
化
す
る
災
害
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
知
識
、
技
術
の

向
上
と
隊
員
の
安
全
管
理
、
現
場

指
揮
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し迫い

訓
練
終
了
後
、
増
田
隊
員
は
「
海
や

山
間
部
の
多
い
北
消
防
署
で
は
、
救
助

や
消
火
に
ヘ
リ
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
現
場

で
生
か
し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

山
林
火
災
や
山
岳
事
故
で
、
消
防
隊

員
の
み
で
の
消
火
・
救
出
活
動
は
非
常

に
困
難
で
、
今
後
も
防
災
ヘ
リ
と
連
携

し
た
活
動
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
参
加

し
た
職
員
は
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
（
川
口
勇
気
） 

○
大
震
災
に
備
え
て
！ 

 

五
月
十
六
日
、
上
野
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
（
河
芸
町
上
野
）
で
上
野
自
治

会
の
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

た
と

訓
練

で
は

や
体へ

の
後
、

担
架

地
震
の

訓
練
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し

の
想
定
で
行
わ
れ
、
避
難

、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
不
自
由
な
方
の
支
援
、
避
難
困
難

者
を
把
握
す
る
た
め
、
自
治
会
長

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

初
期
消
火
訓
練
、
応
急
処
置
、
応
急

作
成
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
海
・
東
南
海
・
南
海
大

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
約
二
百
人

た
。
参
加
し
た
署
員
た
ち
は
緊

感
に
満
ち
た
表
情
で
、
「
最
新
鋭

の
車
両
で
、
よ
り
一
層
の
体
制
強

化
に
努
め
た
い
。
」
と
述
べ
て

ま
し
た
。
（
大
市
昌
広
） 

  

○
防
災
航
空
隊
と
の
連
携
を
図
る 

防
災
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
患
者
搬
送

の
増
加
に
伴
い
、
消
防
職
員
と
航
空
隊

員
の
連
携
強
化
と
実
践
的
な
誘
導
要

領
の
再
確
認
の
た
め
、
四
月
二
十
一

日
、
北
消
防
署
で
三
重
県
防
災
航
空
隊

か
ら
講
師
を
迎
え
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

県
防
災
航
空
隊
の
増
田
裕
彦
隊
員

（
津
市
消
防
か
ら
派
遣
隊
員
）
か
ら

「
防
災
ヘ
リ
の

の
搬
送
要
領
」
に
つ

り
、
離
着
陸
時
の
手
信
号

順
、
無
線
誘
導
要

飛
行
障
害
物
状
況
な

交
信
の
方
法
等
、

会
と
な
り
ま
し
た
。

特
徴
」
や
「
緊
急
患
者

い
て
説
明
が
あ

で
の
誘
導
手

領
、
気
象
状
況
及
び

ど
の
地
上
支
援

緊
張
の
中
で
の
研
修

 

○
最
新
鋭
の
消
防
車
両
で
訓
練

四
月
二
十
八
日
、
中
消
防

今
年
二
月
に
導
入
し
た
キ
ャ
フ
ス

装
備
し
た
車
を
使
用
し
、
訓
練

し
ま
し
た
。 

キ
ャ
フ
ス
と
は
、
車
体
内
の

レ
ッ
サ
ー
を
使
い
、
空
気
を
圧

 

署
で
、を

を
実
施

コ
ン
プ

入
し
放

↑消火体験で的にめがけて放水する子供たち 

↓
応
急
担
架
の
作
成
を
行

う
参
加
者 

➝
訓
練
に
参
加
し
た
自
主

防
災
会
と
消
防
団
員 

↑防災航空隊指導のもと、誘導訓練を行う 
北消防署職員 

↑キャフスから泡放水を行う中消防署職員 
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輝
消
防
長
か
ら
職
員
十
五
人
に
平
成
二

十
二
年
度
水
難
救
助
隊
の
指
名
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

隊
員
は
、
潜
水
を
は
じ
め
と
す
る
過

酷
で
特
別
な
訓
練
を
終
了
し
た
職
員
か

ら
選
抜
さ
れ
、
中
西
消
防
長
は
、「
昼
夜

企
足
し
て
怠
ら
ざ
る
べ
し
」（
有
事
即
応

の
姿
勢
を
常
に
持
つ
意
）
と
い
う
先
人

の
教
え
を
実
践
す
る
と
と
も
に
「
ス
ピ

ー
ド
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
を
念
頭
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。」
と
訓

示
し
、

「
水

使
命
を
果
た

す
た
め

に
努
め

た
い
。

べ
ま
し

た
。 

 

津
市

隊
長
、布

陣
で

努
め
ま

○
医
学
留
学
生
が 救

急
研
修
に
来
署 

久
居
消
防
署
で
、
四
月
二
十
二
日
、
二

十
六
日
に
三
重
大
学
医
学
部
の
留
学
生
、

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
と
サ
イ
モ

ン
・
カ
ト
リ
さ
ん
が
臨
床
実
習
の
一
環
と

し
て
救
急
車
同
乗
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
の
救
急
医
療
を
勉
強
す
る
と
と

も
に
、
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
津

市
の
救
急
医
療
体
制
や
救
急
資
器
材
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

二
人
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
イ
ン
州
立

大
学
の
学
生
で
、
こ
の
留
学
終
了
後
、
ア

メ
リ
カ
で
医
師
と
し
て
働
く
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、「
日
本
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
第
一
線
で
一
人
で
も
多
く
の
患
者

を
救
い
た
い
。」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
岡
珠
理
） 

○
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
に
伴
う
訓
練
を
実
施 

 
四
月
十
二
日
、
イ
オ
ン
津
城
山
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
久
居
小
野
辺

町
）
で
オ
ー
プ
ン
に
伴
う
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
従
業
員
約
二
百
人
が
参

加
し
、
避
難
誘
導
訓
練
や
初
期
消
火
訓

練
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
終
始
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
従
業
員
は
、「
今
回
は
特

に
問
題
も
無
く
訓
練
を
実
施
で
き
ま

し
た
。
実
際
に
災
害
が
あ
れ
ば
今
回
の

訓
練
を
思
い
出
し
、
お
客
様
の
安
全
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
火
事
等
を
出
さ

な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
火
災
予
防
を

心
が
け
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。（
笠
井
敦
史
） 

○
消
防
職
員
意
見
発
表 

三
重
県
大
会
で
熱
く
語
る 

 

四
月
九
日
、
第
三
十
三
回
三
重

県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
（
三
重

県
消
防
長
会
主
催
）
が
熊
野
市
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

津
市
消
防
か
ら
は
、
久
保
田
芳

史
消
防
士
（
中
消
防
署
西
分
署
）

が
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

久
保
田
消
防
士
は
「
命
を
守
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
、
自

ら
火
災
出
動
し
た
経
験
を
基
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
必

要
性
と
今
後
の
消
防
人
と
し
て
の

意
気
込
み
を
力
強
く
発
表
し
ま
し

た
。
結
果
は
優
秀
賞
で
惜
し
く
も

東
海
大
会
へ
の
出
場
は
逃
し
ま
し

た
が
、
久
保
田
消
防
士
は
「
日
々

自
己
研
鑽
に
努
め
、
地
域
に
根
付

い
た
消
防
士
と
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
高
橋
直
通
） 

岸
田
陽
次
水
難
救
助
隊
長
が

難
救
助
の
プ
ロ
と
し
て
の

、
心
、
技
、
体
の
練
磨

」
と
力
強
く
決
意
を
述

消
防
の
水
難
救
助
隊
は
、

副
隊
長
の
交
替
を
行
う
な
ど
新
し
い

、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

す
。（
平
子
泰
史
） 

○
水
難
救
助
隊
員
任
命
式 

 

水
害
や
水
難
事
故
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

五
月
十
八
日
、
津
市
消
防
本
部
で
中
西
秀

↑AEDを使った心肺蘇生法に真剣に取り組

む訓練参加者 

↑救急車の資機材の説明を受けるジ

ェイソンさん 

↑水難救助隊員任命で決意表明を述

べる岸田水難救助隊長 

↑力強く発表を行う久保田消防士 
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八
月
三
日
、
三
重
県
消
防
学
校
で

行
わ
れ
る
第
三
十
九
回
消
防
救
助
技

術
東
海
地
区
指
導
会
に
出
場
す
る
障

害
突
破
チ
ー
ム
と
引
揚
救
助
チ
ー
ム

を
紹
介
し
ま
す
。 

～
障
害
突
破
チ
ー
ム
～ 

 

障
害
突
破
は
、
五
人
一
組
で
高
塀
、

は
し
ご
、
ロ
ー
プ
渡
過
、
緊
急
脱
出
、

煙
道
と
次
々
と
障
害
を
突
破
し
、
そ

の
タ
イ
ム
と
確
実
性
を
競
う
競
技
で

す
。 

▼
一
番
員 

田
上
祐
馬 

 

思
う
存
分
訓
練
で
き
る
環
境
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
、
訓
練
の
成
果
を
現
場
活
動

に
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

▼
二
番
員 
中
田
裕
次
郎 

 

障
害
突
破
訓
練
を
通
じ
て
気
力
・

体
力
を
向
上
さ
せ
、
救
助
技
術
を

磨
き
ま
す
。 

▼
三
番
員 

前
山
卓
大 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
第
一
に
、
厳
し

い
訓
練
を
通
じ
て
得
た
経
験
を
現

場
で
生
か
し
ま
す
。 

▼
四
番
員 

溝
口
裕
貴 

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

日
々
訓
練
に
精
進
し
ま
す
。 

▼
五
番
員 

久
保
田
芳
史 

全
国
大
会
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。 

～
引
揚
救
助
チ
ー
ム
～ 

 

引
揚
救
助
は
、
五
人
一
組

で
、
塔
上
か
ら
呼
吸
器
を
着
け

て
降
下
し
、
要
救
助
者
を
引
揚

げ
救
出
後
、
登
は
ん
脱
出
す
る

ま
で
の
タ
イ
ム
と
確
実
性
を

競
う
競
技
で
す
。
今
年
か
ら
新

た
に
参
加
す
る
種
目
で
す
。 

▼
一
番
員 

野
呂
佳
宏 

 

日
々
訓
練
に
精
進
し
、
知

識
、
技
術
、
体
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

▼
二
番
員 

小
林
隆
幸 

 

厳
し
い
訓
練
を
通
じ
て
自

分
に
負
け
な
い
強
さ
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。 

▼
三
番
員 

山
本
貴
之 

訓
練
を
通
じ
て
技
術
を
向

上
し
、
市
民
を
守
れ
る
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。 

▼
四
番
員 

堤
裕
紀 

訓
練
の
中
で
学
ん
だ
こ
と

を
一
つ
ず
つ
身
に
つ
け
、
技

術
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
精
神
力
も
養
っ
て

い
き
ま
す
。 

▼
要
救
助
者 

山
本
文
章 

 

指
導
会
研
修
を
通
じ
、
救
助

技
術
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。 
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『
危
険
物
安
全
週
間
』 

 

六
月
六
日
～
六
月
十
二
日 

 
 津

市
消
防
で
は
、
危
険
物
安
全
週

間
中
、
危
険
物
施
設
に
対
す
る
特
別

査
察
や
消
防
訓
練
を
実
施
し
、
火
災

事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
“
『
危
険

○
津
市
消
防
か
ら
十
人
が
入
校 

三
重
県
消
防
学
校
の
第
四
十
七
期

消
防
職
員
初
任
科
教
育
の
入
校
式
が

四
月
七
日
、
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
の
同

校
で
行
わ
れ
、
八
十
三
人
の
初
任
科

生
が
入
校
し
、
津
市
消
防
か
ら
は
十

人
の
新
規
採
用
者
が
消
防
職
員
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

入
校
生
は
、
県
内
十
五
の
消
防
本

約
六
か

生
活
が
始
ま

務
、
消
防

た
訓
練

延
長
、

り
、
終
盤

実
際
の
災
害
現

場
に
即
し
た
訓
練
を
行
い
、
技
術
を
磨

き
ま
す
。
さ
ら
に
寮
生
活
を
共
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
規
律
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
す
る
精
神
を
養
い
ま
す
。
そ

の
後
、
約
二
か
月
間
の
救
急
課
程
教
育

を
受

や

技
術

所

属
に

が

力
強

渡耐
、

信
頼

」

と
祝

市
消人

に
期

尾

虫
剤
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
マ

ニ
キ
ュ
ア
液
、
接
着
剤
な
ど
が
、

火
気
に
対
し
て
注
意
を
要
す
る

も
の
で
す
。 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ

と
し
た
火
種
で
、
火
災
や
爆
発
な

ど
の
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険

性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
危
険

物
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
（
予
防
課
危
険
物
担
当 

妹
尾
典
宏
） 

物
』
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
ご

存
じ
で
す
か
？
危
険
物
と
は
消
防
法

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
次

の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品
を

い
い
ま
す
。 

一 

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い 

二 

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い 

三 

消
火
の
困
難
性
が
高
い 

例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
油

性
塗
料
な
ど
が
『
危
険
物
』
に
該
当

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
消
防
法
に
よ
っ

て
そ
の
取
扱
い
や
保
管
方
法
が
厳
し

く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

危
険
物
に
は
該
当
し
て
い
な
く
て

も
、
燃
え
や
す
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
可
燃
性
物
質

と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
整
髪
料
・
殺

部
に
今
春
採
用
さ
れ
た
女
性
四
人
を

含
む
八
十
三
人
。
こ
れ
か
ら

月
間
の
厳
し
い
学
校

り
、
座
学
で
は
法
令
や
服

の
基
本
戦
術
や
特
殊
災
害
の
対
応
ま

で
幅
広
く
勉
強
し
ま
す
。
ま

で
は
ロ
ー
プ
結
索
や
ホ
ー
ス

資
器
材
取
扱
訓
練
に
始
ま

に
は
想
定
訓
練
な
ど

け
、
救
急
隊
員
と
し
て
の
知
識

を
身
に
つ
け
、
十
二
月
に
は
各

配
属
さ
れ
ま
す
。 

入
校
式
に
は
、
多
数
の
関
係
者
が
出

席
し
、
津
市
消
防
の
奥
野
豪
消
防
士

く
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
る
と
、

辺
博
史
校
長
が
「
校
訓
の
規
律
、
忍

、
創
造
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
津

防
の
未
来
を
担
う
若
き
消
防
士
十

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
西

朋
也
） 

↑力強く宣誓文を読み上げる奥野消防士 
 

↑平成２２年度津市消防新規採用者１０人（後列） 

平
成
二
十
二
年
度
危
険
物 

安
全
週
間
推
進
標
語 

 

危
険
物 

 事
故
は
瞬
間 

 
 
 
 
 

無
事
故
は
習
慣 
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特特特集集集！！！消消消防防防署署署紹紹紹介介介  久久久居居居消消消

   

 

久
居
消
防
署
は
、
久
居
明
神
町

の
津
市
消
防
本
部
庁
舎
一
階
に

あ
り
ま
す
。
四
月
の
組
織
改
正
に

よ
り
、
一
署
、
一
分
署
、
三
分
遣

所
と
市
内
最
大
規
模
の
消
防
署

と
な
り
ま
し
た
。 

管
轄
区
域
は
、
古
い
町
並
み
の

残
る
久
居
の
市
街
地
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
栄

え
る
高
茶
屋
地
区
、
温
泉
で
有
名

な
榊
原
町
、
松
林
が
き
れ
い
な
香

良
洲
町
、
青
山
高
原
を
望
む
美
里

町
な
ど
で
東
西
約
二
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。
管
内
の

特
色
は
、
東
部
は
、
潮
干
狩
り
や

海
水
浴
で
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
御
殿
場
海
岸
や
香
良
洲
海

岸
が
あ
り
、
西
部
は
経
が
峰
や
青

山
高
原
と
い
っ
た
美
し
い
山
々

が
広
が
り
、
榊
原
温
泉
は
日
本
三

名
泉
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
有
名

伊
勢
自
動
車
道
、
国
道
二

三
号
、
一
六
五
号
と
い
っ
た

主
要
道
、
近
鉄
名
古
屋
線
、

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
岳
救

助
や
水
難
事
故
、
交
通
災
害

と
い
っ
た
多
種
多
様
な
災
害

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 現

在
久
居
消
防
署
に
は
、

署
長
以
下
八
十
七
人
が
勤
務

し
、
「
風
と
お
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
」
を
署
風
と
し
、

隊
員
た
ち
は
い
つ
訪
れ
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
に
対
応
す

る
た
め
日
々
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

で
す
。 

ま
た

久 居 消 防 署  

庶庶

務務

予予

防防

担担

当当

榊榊

原原

分分

遣遣

所所  

消消

防防

担担

当当  

南南

分分

署署  

美美

里里

分分

遣遣

所所  

香香

良良

洲洲

分分

遣遣

所所  

～
久
居
消
防
署
～ 

南分署 

香良洲分遣所 

美里分遣所 

久居消防署 

久
居
消
防
署 

署
長 

田
中
義
久 

榊原分遣所 
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☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 
 

◆
六
月
十
日
（
日
） 

津
・
松
阪
消
防
合
同
水
難
救
助
訓
練

（
雲
出
川
河
口
） 

 

◆
六
月
二
十
日
（
日
） 

消
防
団
中
勢
支
会
夏
期
訓
練
（
メ
ッ

セ
ウ
イ
ン
グ
み
え
） 

 

◆
六
月
二
十
日
（
日
） 

上
級
救
命
講
習
（
北
消
防
署
） 

 
 ◆

七
月
二
十
五
日
（
日
） 

三
重
県
消
防
操
法
大
会
（
三
重
県
消

防
学
校
） 

 

◆
八
月
三
日
（
火
） 

第
三
十
九
回
消
防
救
助
技
術
東
海

地
区
指
導
会
（
三
重
県
消
防
学
校
）

 
 

○
津
市
消
防
本
部
人
事
異
動 

 

【
四
月
一
日
付
異
動
】 

○
部
長
級 

 
消
防
次
長
兼
久
居
消
防
署
長
（
消
防

次
長
）
田
中
義
久 

○
部
次
長
級 

調
査
担
当
参
事
兼
消
防
総
務
課
長

（
企
画
広
報
担
当
参
事
）
藤
岡
幸
次
▽

調
査
担
当
参
事
兼
消
防
団
担
当
参
事

（
消
防
団
調
整
担
当
参
事
）
岸
田
廣
己

▽
調
査
担
当
参
事
兼
予
防
課
長
（
久
居

消
防
署
長
）
橋
本
宏
▽
調
査
担
当
参
事

兼
消
防
課
長
（
調
査
担
当
参
事
兼
消
防

救
急
課
長
）
蒔
田
幸
弘
▽
調
査
担
当
参

事
兼
通
信
指
令
課
長
（
指
導
担
当
参
事

兼
予
防
課
長
）
鈴
木
美
昭
▽
中
消
防
署

長
（
調
査
担
当
参
事
兼
消
防
総
務
課
長
）

山
本
卓
美
▽
北
消
防
署
長
（
情
報
管
理

担
当
参
事
兼
通
信
指
令
課
長
兼
調
整
・

情
報
管
理
担
当
主
幹
）
小
倉
克
仁 

【
三
月
三
十
一
日
付
退
職
】 

中
消
防
署
長
・
稲
田
清
貞
▽
北
消
防

署
長
・
坂
井
久
義
▽
白
山
消
防
署
長
・

長
谷
川
雄
一
▽
北
消
防
署
副
署
長
・
岡

金
次
郎
▽
中
消
防
署
安
濃
分
遣
所
長
・

鈴
木
幸
男
▽
中
消
防
署
香
良
洲
分
遣
所

長
・
世
古
吉
正
▽
白
山
消
防
署
調
整
・

庶
務
予
防
担
当
主
幹
・
長
谷
川
好
往
▽

香
良
洲
分
遣
所
副
主
幹
・
中
山
修
一
▽

香
良
洲
分
遣
所
主
査
・
竹
村
要
一
▽
北

消
防
署
庶
務
予
防
担
当
・
山
川
友
通 

 

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

↑
五
月
十
九
日
、
久
居
消

防
署
に
職
場
体
験
に
訪
れ

放
水
訓
練
を
行
う
久
居
西

中
学
校
の
生
徒 

↓
五
月
十
八
日
、
消
防
救

助
技
術
東
海
地
区
指
導
会

に
向
け
て
の
団
結
式 

○
編
集
後
記 

み
な
さ
ん
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
最
近

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
達
し

た
積
乱
雲
の
影
響
で
局
地
的

に
一
時
間
に
数
十
ミ
リ
と
い

っ
た
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
と

き
に
は
百
ミ
リ
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
り
毎
年
多
く
の

方
々
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
二
年
前
の
神
戸
市
の
川

で
は
鉄
砲
水
が
押
し
寄
せ
、

五
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
近
年
の
温
暖
化
や
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
り
激

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、

川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
や
登
山
な

ど
自
然
を
楽
し
む
機
会
が
増

え
て
き
ま
す
。
突
然
の
鉄
砲

水
や
が
け
崩
れ
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気

象
情
報
な
ど
に
注
意
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
高
橋

直
通
） 

～～平平成成２２２２年年５５月月末末日日ままででのの災災害害～～  

火火  災災      4411 件件（（4411 件件））  

救救  急急      44,,886600 件件（（44,,773300 件件））  

救救  助助      5511 件件（（6688 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置

ししままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条

例例のの改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけ

らられれままししたた。。  

五
月
十
二
日
、
津
市
消
防
管
内
で
、

台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
忘

れ
て
外
出
し
た
た
め
、
煙
が
充
満
し
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
感
知
し
た

が
、
鍋
を
焦
が
し
た
の
み
で
大
事
に

は
至
ら
な
か
っ
た
事
案
が
二
件
連

し
て
発
生
し
ま
し

こ
の
よ
う

器
は
火
災

だ
設
置
さ
れ
て
い

急
に
設
置
し
て

に
、
外
出
時
や

の
元
を
確
認
す
る
よ
う
励
行
し
ま
し

ょ
う
。 

続

た
。 

に
、
住
宅
用
火
災
警
報

を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
ま

な
い
住
宅
は
、
早

い
た
だ
く
と
と
も

就
寝
時
に
は
必
ず
火


